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低温セ ンター吹田地区運営委員会報告

48.7.30開 催 分

1,共 同利用実験装置利用申込みに対 し,次 の研究 者,研 究テーマに対 し使用を許可 した。

OSQUID

裏 克 己(工):超 伝 導鉛 の残留 表面抵抗

田崎 明(基):ヘ ム蛋白質の磁化率測定

050KGシ ングル超電導マグネ ット

赤尾文雄(産):ゲ ル マニ ウム中の浅 い不準物準位にある中性 ドナー電子によるμ波超音波吸収 の磁

場効果に関す る実験

050KG光 学 用超電導マ グネッ ト

白藤純嗣(工):化 合物半導体の束縛励起子発光 の磁場特性

浜 口智尋(工):層 状 半導体の磁気一光効果

0100KG超 電 導マグネ ッ ト

岡田東一(工):第H種 超電導体の速 中性子照射効果

白藤純嗣(工):化 合物半導体の束縛励起子発光 のゼーマ ン効果

○クライオ ミニ

自藤純嗣(工):低 温 液体の電気伝導の研究

中島信一(工):銅 ハ ライ ド及びH-W化 合物の ラマンスペク トル

使用 日の調整は低温 センターが行 う。

使用料金を徴収 し,将 来の修理代金にあてる。

2,47年 度決算 が原案通 り承認 された。

3,48年 度予算案 を審議 し,原 案通 り承認 された。48年 度の供給予測量 は液体窒素を920002(前 年度比

2割 増),液 体 水素を2204(同2割 増),液 体 ヘ リウム24604(同3割 増)`』と した。

4,作 業主任 者(高 圧 ガス取締法 による)に 対す る手当 と人事記録 への記載 および水素液化に対する危

険手 当の要望 がセ ンター側 か ら出された。運営委員会として最大の努力をは らうことが確認 された。

5,管 理室に資料 や部品 を保存す る場所 と100KG超 電 導マグネッ トのための,回 収配管の設置について

も運営委員会として努力することになった。

6,低 温 センターの設備の状況 について説明があ った。最近液化機の故障 が続 いたが,技 官の努 力と三

菱電機中研の協力で一・般の供給に不便 をかけなかった。回収装置については弁等一式 を交換するこ

とになった。
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48,9.22開 催 分

○共同利用実験室利用者の決定

48年 度後期の共同利用実験室の利用申込みを審議 した結果前期に認 めた4テ ーマの他に次のテーマ

に対 しても利用を許可 した

・中島信一:W-VI化 合物半導体の低温 における電磁気効果

OlOOKG超 伝 導マ グネッ トの経過報告

最高106.5KGの 磁場 が4.2Kで 発生で きた ことが報告 された。

○豊 中地区か らの液体水素申込みについて

豊中地区でのヘ リウム液化機の設置に伴い,液 体水素の供給ができな くな るため,吹 田分室に対 し

応援を求め られた件につき審議 した。吹 田分室 としては原則 として引受け可能であるが,、安全性等の

問題があるので,全 体 の運営委員会で結論 を出す ことを要望す ることになった。

一15一


